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研究成果の概要（和文）：本研究では、16世紀半ば皇帝フェルディナント1世の信仰政策の検討を通じて、彼が
教皇に対し信仰問題をドイツ国内で扱う方針をとったこと、これに帝国内のカトリックとプロテスタントがそれ
ぞれ信仰問題を棚上げにする形で皇帝に協力したことが、分裂を回避し、帝国平和を維持することに繋がったこ
とを明らかにした。したがって、フェルディナント1世の政策はアウクスブルク宗教和議の定着・実質化に寄与
したと認められるが、消極的な影響ととらえられることが明らかとなり、そこから帝国国制の上では、マクシミ
リアン2世期の信仰問題を視野に入れて考察する必要性を指摘しえた。

研究成果の概要（英文）：This study examined changes in discussions on the religious problem's 
solution by Church-council at the Imperial Diets and changes of the imperial system during the 
Reformation Era. It could be verified that in the 1520's the image of the traditional Church-council
 was dominant in discussions, that in the 1530's and 1540's the conflict between Protestants and 
Catholics over the Council became intense and both Protestants and Catholics began claiming their 
legitimacy on ground of the favorable decisions at previous Diets, and that each decision at Diets 
in mid-1550's under Ferdinand I. had been keeping on the request of solution by the Council, however
 Ferdinand and also both Protestants and Catholics gave priority to peacekeeping. It could be 
maintained that through this entire process the Holy Empire as a legal community has been 
incorporated.
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１．研究開始当初の背景 
 
・報告者は、平成 21 年～24 年度基盤研究（C）
「ドイツ宗教改革期の公会議政策とその法
的意義に関する研究（課題番号 21520752）」
での検討により、1555 年のアウクスブルク宗
教平和の締結とその不十分な規定が三十年
戦争まで神聖ローマ帝国の平和を維持し得
たことについて、皇帝フェルディナント 1世
が 1555 年以降もトレント公会議に対して国
民公会議を模索したことなどから、彼の公会
議を中心とする教会政策とその法的確認こ
そが、アウクスブルク宗教和議とその後の帝
国国制および平和維持の基礎となったと推
定するに至った。 
 
 
２．研究の目的 
 
・目的：アウクスブルク宗教平和による帝国
国制の変化の解明。 
（1）1555 年のアウクスブルク宗教平和によ
りドイツでの信仰平和が実現されたとされ
るが、実際には「公会議などによる信仰問題
の解決まで」とする有効期限など不十分な規
定であった。この平和の具体化と帝国国制の
変化を公会議問題から検証する。 
（2）具体的には、初年度に宗教和議による
当初の妥協的平和状態、次年度にフェルディ
ナント1世とカトリックとの公会議問題を中
心とする関係、最終年度に帝国議会交渉から
国制上の変容の解明を目指した。 
 
 
３．研究の方法 
 
・前述の検討課題を、（1）トレント公会議な
らびに教皇庁との関係、（2）ドイツ国内とオ
ーストリアを中心とするハプスブルク家の
政治状況、（3）帝国議会を中心とした帝国の
各集会における信仰問題の討議、以上の 3点
を中心として、それぞれに関係する史料・文
献を現地調査などによって収集し、それらの
検討による経年的考察によって目的達成を
図った。 
 
 
４．研究成果 
 
・研究全体の成果として、下記の４点があげ
られる。 
（1）アウクスブルク宗教平和の不十分な規
定が三十年戦争まで平和を維持し得たのは
なぜかという問いは、宗教平和の締結をもっ
て一区切りをつける見方から、これまで等閑
視される傾向があった。 
こうした研究動向とその問題点を、教科書
記述を基に宗教改革像を国際的に比較検討
した論文集に発表した（図書①）。 
（2）宗教改革期の帝国国制について、政治

的分裂状態が強調されてきたが、実際には信
仰問題に関する帝国議会の討議とその議決
が大きな影響力を持つようになった。その影
響力を都市の改革運動の例において指摘し
た（図書②）。また、フェルディナント 1世
の宗教政策は、先行研究が指摘するとおり、
自領内と帝国とでは姿勢が異なり、帝国レベ
ルでは宥和的であった。他方、教皇庁とは緊
張関係にあった。 
この政策の要因として、トレント公会議に
対抗して帝国の信仰問題を帝国内での国民
公会議による解決をはかり、さらに討論会に
よる和解を模索した彼の政策からみると、近
年の研究のように人文主義の影響を強調す
るよりは、かつて論じられた兄カール 5世と
甥フェリペ2世との角逐の影響を再評価すべ
きといえる。 
（3）フェルディナント 1 世のこうした政策
に関連して、帝国内ではカトリックとプロテ
スタントの主導的役割を果たしたバイエル
ン公、ザクセン選定侯がそれぞれ信仰問題を
棚上げにする形で皇帝に協力したことが、分
裂を回避し、帝国平和を維持することに繋が
っている。 
その姿勢も人文主義的な理念による和解
とするよりは、帝国議会の議決に関わる経過
からみても（論文①）、またそれぞれの領内
の状況からみても、現実的な利害関係から協
力したと評価する方が妥当と判断できた。 
（4）したがって、フェルディナント 1 世の
統治下では帝国内の信仰問題が棚上げされ
たことが、アウクスブルク宗教和議の定着・
実質化に寄与したと認められるが、消極的な
影響ととらえられることが明らかとなった。 
ここから帝国国制の上では、マクシミリア
ン2世期の信仰問題を視野に入れて考察する
必要を指摘しえた。 
以上のような成果は、従来主流であった、
中世後期に分裂状態に陥っていたドイツは、
宗教改革により分裂に拍車がかかり、アウク
スブルク宗教和議によって分裂が決定的と
なった、とする見方に対し、宗教改革の展開
にあたり平和的方法による信仰問題の解決
を図り、最終決定を回避することによって軍
事衝突を回避し、さらに帝国議会議決を論拠
として自己に有利な状況を作り出そうとす
る皇帝と諸侯の行動をあきらかにしえた。 
すなわち、皇帝や諸侯は信仰対立の中で逆
に議会討議や議決を活用し、帝国の枠組みを
保持しようとしていた。これは帝国国制の実
態を評価しようとする研究に位置づけられ
るものではあるが、従来は 15 世紀末の国制
改革を評価していたのに対し、本研究は、宗
教改革期の意義をあきらかにしたものであ
る。 
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